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What is MIZO?

溝口 勝 （みぞぐちまさる）

東京大学
大学院農学生命科学研究科

国際情報農学研究室
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略歴 （溝口勝）

1960 栃木県生まれ（農家の次男）

1982 東京大学農学部農業工学科卒業 

1984 三重大学農学部助手（農業物理学） 

1990 米国パデュー大学客員助教授（Agronomy Dept.）

 

1995 三重大学生物資源学部助教授（農業物理学） 

1999 東京大学助教授 大学院農学生命科学研究科（環境地水学） 

2003 内閣府技官（参事官補佐）併任 

2005 東京大学准教授 大学院農学生命科学研究科（国際情報農学） 

2008 東京大学教授 大学院情報学環

2010 東京大学教授 大学院農学生命科学研究科（国際情報農学） 
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武藤先生はこの頃の学生



人生わくわくグラフ（溝口）

大学入学 就職（助手）

留学

インターネット

シベリア
東大
助教授

内閣府

教授

原発事故

卒論

スイッチON=クリスマスイブの霜柱 https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/61f6.pdf

武藤先生

http://twitter.com/HiroshiIwase/status/156048332777725952/photo/1/large
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/61f6.pdf


霜柱



過冷却が破れる瞬間！

After p. 60, Bachelor thesis of Prof. Mizoguchi

“Analytical study on thermal diffusivity of field soil” (1982) written in Japanese

1981年12月24日5:00

東京大学農学部弥生
キャンパス内実験圃場

打点式記録計（１９８１）

土壌物理学+物理化学



私の農業IoT史 （溝口）

• 農業農村の実体験 （１９６０－１９７８）

• 熱電対による地温測定 （１９８１）
– 打点式記録計

• パソコン通信 （１９８６）

• インターネット（SINETとWWW） （１９９２）

• シベリアでの土壌水分・地温・気象観測 （１９９７）
– データロガー＆手動回収

• 携帯電話による土壌水分・地温観測 （２００１）
– 研究室からの手動回収

• フィールドサーバによる土壌水分・地温観測 （２００５）
– 画像・データの自動回収

• フィールドサーバによる海外農地モニタリング （２００６）
– 衛星インターネット、ADSL

• フィールドルータによる農地モニタリングシステム （２００９）
– GSM/3G回線

農業農村地域におけるDXのための先導的研究（日本農業工学会賞要旨）

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/pocket/jaicabe/abstract.pdf


現在のマイブーム
農業IoTを使った福島の農業復興

• IoTセンサーを使った堆肥つくり

• LoRa通信技術を利用したサルモニタリング

– サルやイノシシから農作物をどう守るか

– フィールドモニタリン2021→山中LoRa
• http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/monitoringsite.html

福島から始まる復興農学
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/73.pdf

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/monitoringsite.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/73.pdf


講義スケジュール

1.環境修復学と農業IoT

2.農業IoTの基礎

3.農業IoTの実習（初心者のためのIoT実習, 動画）

4.環境修復のための農業IoTの応用

5.環境修復学と地域復興

状況に応じて講義内容に変更あり

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/lecture/iwate-u/149069%20(JSSP).pdf
https://www.youtube.com/watch?v=JIePb6XokmM


農業IoTを体験しよう！

• 農業IoT

– 農学と工学の境界領域

– 人材育成への期待

• 工学系

– IoTやICT、センサーに関して強み

– 農業現場の知識が乏しい

• 農業系

– 農業現場についての知識

– 情報技術にやや弱い



1) 環境修復学と農業IoT



食料生産は，手間ひまかかるたいへんな作業だった

グレーター東大塾１７「農」 12

引用：新潟市「潟のデジタル博物館」

引用：芦沼館
（亀田郷土地改良区）

引用：愛知用水土地改良区

亀田郷（新潟県）
国営土地改良事業
により昭和３２年に
乾田化に成功

愛知用水（愛知県）
昭和３６年完成



http://www.maff.go.jp/j/budget/2010_3/pdf/enkatu-haikei.pdf
出展： 農林水産省 農村振興局「我が国の農地と水」
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http://www.maff.go.jp/j/budget/2010_3/pdf/enkatu-haikei.pdf


農業IoTを活かすための農業農村情報インフラ整備

基盤整備
公共事業

＋情報基盤整備

①水を貯め

②水を導き

③農地を整え

④道を整える
過去の資産管理も含めた農業・
農村の社会資本の整備が重要

14

・水田はモンスーンアジアに適した農地

・農業用水を地域で共有

農林水産省パンフレット 「共に生きる都市と農村」～豊かな食と美しい農村をめざして～ (2006), p.8より
http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/

http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/


なぜ情報基盤整備なのか？

• 第3のインフラ整備をリードする農業農村情報
研究部会

１．読む

２．デスカッション

３．解説

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/lecture/iwate-u/22/221026-infra13.pdf
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/lecture/iwate-u/22/221026-infra13.pdf


農村情報インフラ整備（世の中の動き）

１．下記のページを読む
(1)スマート農業の死角
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/essay/200301nougyou.pdf

(2)農業農村工学の「つなぐ・つながる」を考える
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/mizo_2018_jsisre.pdf

(3)情報通信インフラ整備で開花する新しい農業農村
の多面的機能
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/ARIC128.pdf

２．デスカッション

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/essay/200301nougyou.pdf
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/mizo_2018_jsisre.pdf
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/ARIC128.pdf


https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r3kettei_pr64.pdf
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技術の進歩

• 冷蔵庫 電気なければ ただの箱
– よみ人しらず

• コンピュータ、ソフトがなければただの箱
– よみ人しらず

• スマート化 ネットなければ ただの〇〇
– みぞぐちまさる（万葉の奈良にて）

– チャットに〇〇を投稿
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